サザナミ ： シガ イカ ダイガク フゾク トショカンポウ by unknown
さざなみ　：　滋賀医科大学附属図書館報 No.31
(1989.6)
発行年 1989-06
URL http://hdl.handle.net/10422/1142
滋賀医科大学附属図書館報
;撃軍票誓汚毒鞄章.こ
'l PK」**ォfi
i.Tナここここ二二二
翫、.. "**蝣''7ti三三尭<:--2'.憲章tt.
烹三モi.寺這琶崇㌫譜
ISSN　0286-1100
C.a
No. 31　　　　　　　　　　　目　　　　次　　　　　　　　1989年6月
図書館長就任挨拶
◇特　集◇
利用者専用端末機を利用して
◇連　載◇
地域の医療を考える〔19〕
滋賀県立小児保健医療センターの役割
古医書へのご招待
幕末維新を生き抜いた蘭方医
図書館の活動(昭和63年10月～平成元年6月)
AV資料新着案内
編　集　後　記
本学関係者寄贈図書
上田　　潔一一一---ll-　2
利用者の声-　　‥　4
笠原　吉孝・----　6
松本　治朗　一一-　8
岡　田　慶　夫(副学長・病院長)
図説　肺のリンパ系と肺癌　　岡田　慶夫著(金芳堂1989)
ありがとうございました。
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図書館長就任壊拶
上田　潔
図書館長は学のある方が就任なさるものと決めていたので、就任後2ケ月がすぎましたが、本人
の戸惑いがまだ続いております。
本学の図書館は歴代の館長を中心に、図書館員や委員の諸先生のど努力でよく整備されています。
書架に並んだ新刊雑誌を眺めると、私の学生時代を思い起こし今昔の感となります。
--雑誌不備への弁明-1　　敗戦後の或時期まで文献は大学に入らず、新しい文献を見るために
は、もっぱら当時、大丸百貨店の西側にあったアメリカ文化センターに通うことになっていましたO
そんなある日、追試してみる必要のある文献が目に止まり、早速、助手のK先生に文献を手写しに
行ってもらいました。実験には試薬の合成が必要でしたので、学生だった私の仕事になるのは必然
でした。
この実験は後に恩師藤田教授の学士院賞となるのですが、手書きの文献写しはその後も続きまし
た。今日でも残念ながら必要とする雑誌が図書館に置いていないことがあります。分子生物学やウ
イルス学の中心的な二三のものが有りません。ただ現在では、図書館間の相互協力により、文献の
コピーがファクシミリ網の充実に伴い入手できます。
--新着文献の検索--　　それにしても、コピーを必要とする文献がやたらと増えてその手問
や経費が膨大になってしまいました。このため新着文献の検索もCurrent Contentsのkey word
にたよる始末ですが、年寄りには字が小さく苦痛でした.ところが最近、新刊雑誌のContentsが
floppy diskで昨年から発売されました(日本の発売は今年から)O　この価格が従来のものの1/2以
下ですのでこれからは図書館もdiskになるでしょう。これに加えてもうーっパソコンに繋いで文
献を読み取り、直接にWord processerに入れてしまえるのがあります(京大大型コンピューター
の欧文用光学文字読取装置Kurzweil 4000)　こんなものが日常的に使えますと、文献の通読や
整理がずいぶんと楽になると思えます.
--図書館の在るべき姿は? --　　しかし図書館の役割はこのような文献検索の場だけにとどま
りません。学生諸君の勉学・思索の場でもあります。また文献の読み方にしても生化学のように事
実の確認を第-とするむきでは数カ月の遅れが問題となり、出版前の情報入手を求める始末ですが、.
逆にそれぞれの命題を大切にし哲学的考察を重ねる読み方もあります。科学の創造や大きな発展を
求める立場からすれば、後者を重視するべきかや知れません。その意味では、図書館は思索の場で
在るべきでしょう。
I-本　を　大　切　に-一　　日本のテクノロジーの優位を持続さすために、基礎科学を発展さす
必要があると時々声が揚がります。そんな芦は戦時中にもありました。勿論それは成功しなかった
訳ですが、その試みの一つに科学史の上で画期的な発見を取り上げた「科学古典叢書」の発行があ
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りました。
第一巻は熟幅射論と量子論の起源(ウィーン　ブ
ランク論文集)
第二巻はメンデルの迫伝学: 1.植物雑種の実験
2.ミヤマコ-ゾリナの雑種
第三巻がウオーレス著　ダーウィニズム
第四巻がベルツェリウス、オストワルド、ペイア
ン・ペルソーの触媒と酵素
と続きました。
この叢書の特徴はそれぞれの原典が翻刻されており、その訳と共に発見を導いた当時の時代背景
と研究が始められた動機が解説されていました。その狙いは、生産技術上の要望から新しい科学の
領域が切り開かれる様を科学史の事実として示し、また一旦、成立した新しい科学が今度は技術の
発展をもたらすことを世に示すものでした。
戦時中に手にいれたこれらの叢書は後にバナールのす歴史における科学"の輪読会をやったとき
に大いに役だったのですが、手元に残っているのは触媒と酵素(昭和18年初版、大日本出版株式
会社刊、 3図50銭)だけです。
輪読したバナールの本も第3分冊の■二十世紀の自然科学"だけが残っていますが、ウエダ3
オタンジョウビ　オメデトウ　1956.4.13　と署名があるので、輪読は医大卒業後5-6年頃のこ
とだと思います。この様な若き日の友人との輪読会はときには生涯の記憶として残るようです。皆
さんにもそんな機会が訪れ、図書館が場を提供することが出来たらと思います。
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前号(Not30)で「利用者端末のすべて_ (の
一部紹介) 」を紹介しました。また、利用者専
用端末機を設置しまして、早いもので1年がす
ぎました。この間、多くの利用者がありました。
今回は利用者専用端末機を使った人の声を拾
ってみました。 (「いちだいの　たんまつめぐ
り　わいわいと」)
※　文中の【pF】キー(ファンクションキ
ー:キーボード最上段)は、 【pFl】は図
書所蔵検索、 【pF5】は雑誌(目録)検索、
【pF6】は雑誌(所蔵)検索、 【pF7】
はグループAV室の予約、 【pF8】は館内
案内図です。
コンピューター検索概に望むこと
今の検索機で立ち往生しそうな場面が、少な
くとも3ヶ所ある。
まず、オープニングの画面での、 PFl、 P
F 5、 PF6の選択の場面O図書所蔵と雑誌所
蔵の違いがわかりづらく、例えばNEWSWEEK
は一般には雑誌とされているけれど、図書所蔵
でないと捜せない。
次は、医学雑誌を検索する時、 PF5とPF
6のどちらにするか選択する場面。キーをわか
り易く選べるようにして欲しい。
最後は、 PFl又はPF5を選んで、書名や
著者名(或いは両方)を入力する場面。英数入
力、又はカナ入力した場合、前者は原書、後者
は和書しか出力してこない。入カスピー-ドも考
慮に入れて、どちらでも入力できて、原書か和
書かが選択できるものを望む。
(zt ;
さらに、スクリーンが、よりカラフルで明る
く、市立の図書館にあるような小学生にも扱え
る対話形式に近いものが最も好ましい。
/指摘していただきましたNEWSWEEK＼
図書ファイルに登録されていました
月18日、雑誌ファイルに修正しま
利用者端末がまことに便利な奴であることは
言うまでもないが、利用者の立場としては"あ
まり触りたくない"ではないか? (もちろん、
そうでない人もいるが)コマンドの誘導はある
ものの、何やら取付きにくい。一番の問題はそ
の手順に従っていて、どこでどう違ったか、ト
ラブル(?)が起きた時だろう。すなわち予定
のキーを入力しても何も進まなくなってしまう
時だ。特にローマ字のカナ変換などはなかなか
うまくいかない(こうなるともうパニックであ
る。 )また運よく仕事を成し得たにしても、時
にAV室利用の予約などq本当にこれでいいの
かな"という一抹の不安が残る。こういった事
は慣れれば何のことはないことだとは思うが、
誰もが不自由なく利用、となるとどうだろう。
いずれにせよ、普段からよく使ってやって、
M彼"をよく手懐けておく必要がある。
よしよし。
結構便利な機械だと思います。図書が迅速に
探せるのが良い。しかし、次の操作案内の文を
一行程度入れると良いのではないだろうか。具
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体的には、 「検索結果　-一件でした」と「P
F IC図書所蔵検索」の問に、 「次のいずれか
のキーをお押し下さい。 」 etcの操作案内文を
入れる。また、カナ変換の案内文を入れないと
意外と困る人もいるのではないだろうか。例え
ば、「カナ変換したい場合はPF 20を押して
下さい。 」等のメッセージが表示されるのが望
ましかろう。
①　マニュアルを見ないとわからないことが多
い、ということを書いておくか、それとも画面
にあらわれる操作説明をもっと詳しくするか、
してほしいと思います。
㊤　カナ変換・終了、のキーの存在をもっとめ
だっようにしてほしいと思います。
⑨大津市立図書館(京阪浜大津駅下車従歩10
分)の検索コンピューターは(子供にあわせて
いるので)とても使い易いです。参考まで、コ
ンピューター音痴の私には、 「後退」とか、
「取消」とか、 「変換」とかのキーは触れるの
がこわい思いがします。 (っい最近まで「入力
/実行」のキーが意味不明でした。 )
パソコン・ワープロといった機器と縁のなか
った私が、キーボードに向かうことになったの
は図書館の端末においてである。キーの並び方
が理解できない私に必要なのは右手の人さし指
1本と根気だけである。こんな私にでも端末が
利用できるようにプログラミングしてあるのは
たいへんありがたいもので、端末の前を通ると
きにちょっと触ってみようといたずら心がおこ
るのである。ただひとつだけ困るのは、グルー
プAV室予約の際に説明画面と予約状況画面を
同時に見ることができないことである。説明を
手元に置いて予約キーをたたく方がやりやすい
のではないだろうか。端末とお友達になれる日
の近いことを念じつつ、今日もキーボードの上
を人さし指がうろうろと迷子になる。
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滋賀県立　小児保健医療センターの役割
笠原吉孝
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oはじめに
近年になって、全国的に各種専門的医療が細
分化して行われるようになり、当県でも不足す
る小児医療の確立が重要な課題となった。
昭和55年3月に県総合保健対策協議会の小
児医療問題検討委員会で、県の小児医療の将来
への指針として、 ①N I CUを含む小児医療の
充実、 ㊥障害児の早期発見と早期療育システム
の確立という答申を出した。その後の検討の中
で、 ①のN I CUの確立には経済効率の観点か
ら、既存の総合病院、当面は大津赤十字病院に
併設・充実することを方針とした。 @の問題の
解決への道として、従来の小児整形外科センタ
ーを発展的に改称、小児保健医療センターの新
築開設を計画してきた。
oセンターの組織及び施設概要
小児保健医療センターは昭和63年4月1日
に開設され、名称の如く保健指導部門と診療部
門を持つ。保健指導部門は県内9保健所の二次
機能の補完として保健情報の統合と普及、検診
-の専門職の派遣、三次的精枚の担当、迫伝相
談事業の確立などの機能がある。
診療部門としては小児神経科・整形外科・眼
科・耳鼻いんこう科・麻酔科・理学診療科によ
り形成され、これに特殊外来を非常勤で配して
診療機能を拡大している。入院規模は100床で、
乳幼児病棟40床、内科系・外科系病棟各30床
の3病棟で構成されるO
場所は守山市守山町120- 6、敷地面積は
13,000平方メートル、延床面積902,120平方
メートルであり、建物南面に「緑の広場」の名
称で約7,000平方メートルの芝生庭園を有し、
屋外運動訓練に使用、同時に地域との交流の場
になっている。
o早期発見への道
乳幼児への保健対策として、県では既に50市
町村に健診システムが確立している。乳幼児健
診の第一歩の保健婦による新生児訪問に始まっ
Cr)　て、 3-4ケ月健臥10ケ月健臥1才半健
診、 3才半健診と多彩である。各時期に異常の
存在が示唆されると、 2次的に保健所で健診が
行われ、更に異常と考えられれば医療機関へと
進む。しかし、現実には健珍の流れも一定でな
く、健診後,o処遇が十分に機能しているとはい
えない。即ち精査の必要な子供達の勤行は必ず
しも把握しきれてはいない。問題が的確にとら
えられて適切な医療・療育が受けられているか
どうかのフォローアップも大切な保健活動の一
つである。
9保健所が、管轄の市町村の健診制度の格差
が存在せぬように指導する一方で、各保健所で
も精度格差のない二次健診が行われるように、
eT　　スタッフの確保や検診内容の充実を計ることも
重要である。この部分で新センターの保健指導
部門の意味付けがなされ、以下の項目について
責任を分担している。
高度精密検診機能、専門職員の派遣(技術援
助) 、保健従事者の研修・教育、各種相談機能、
保健医療情報のセンター的機能、遺伝相談機能、
生活集団指導教室の開催機能など。
o医療へのとり組み
小児の医療は、一般的に治療により治癒可能
な疾病は徐々にその枠が広げられ、療養期間も
短くなる傾向にある。一方で、小児の特殊疾患
に対する医療は専門化し、高度な技術水準や施
設設備が要求されるようになった。
このような流れに加えて、子供達に長期に障
害を残す疾病-の対策、予防・治療なども重大
な課題である。心身障害児への医学的戦いは、
まだ緒についたばかりである。県内の一般病院
や診療所の現状を踏まえて、我々はこのセンタ
ーで心身障害児医療へも重点を置くことにした。
小児科は小児神経疾患に主眼を置き、中枢性
運動障害・てんかん・心身症・情緒障害・遺伝
性疾患などが対象。病弱児・慢性疾患児-の対
応には心臓内科、腎臓内科、肥満外来、アレル
ギー外来など非常勤体制で支える。
整形外来はスポーツ外傷や腫癌などに加え、
全ゆる運動器疾患を対象とする。肢体不自由を
残す疾患への早期からの対策も重要である。
更に視覚障害や、聴覚障害・言語障害は子供
の将来に重大な-ンディキャップを生じること
になるので、これに対処すべく眼科や耳鼻いん
こう科が常設され、より早期の異常の発見や治
療に取り組む。その他の関連する疾病に対応出
来るように泌尿器科外来、脳神経外科外来を定
期的に開設し、形成外科・小児外科などの応援
を随時もらっている。これらが新センターでの
医療的責務である。
小児の検査や各科手術を適格に運ぶ為に麻酔
科の常勤がある。又、成人病センターにある関
連科とは連携を積極的に行う　MR Iなど最新
医療機器も共同利用出来る。学令児童の為に病
弱養護学校が併設されている。この施設は県内
では唯一の小児専門医療機関となった。それだ
けに地域医療を担う意味で、常に県全域の子供
達を意識せねばならないと思う。行政機関が創
った病院として陥り易い、官療的・二面的視野に
よる展開を排除して、県民及び各医療関係者のニ
ードに答えられるよう今後努力を重ねていきたい。
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幕末維新を生き抜いた蘭方医
内科聞微　坪井信良訳　明治7年刊　全一冊
松本治朗
今回紹介する坪井信良は、幕末から明治にか
けて活躍した蘭方医である。信良の父は有名な
坪井信道であるが、彼はその優秀さをみこまれ
て坪井家の養子にむかえられたのである。義父
・信道は、当世西洋三代医家(坪井信道、戸塚
静梅、伊東玄朴)の一人にかぞえられるはどの
実力をもった蘭方医で、弟子としても緒方洪庵、
杉田成郷などの逸材を養成した人物である。信
良はその影にかくれて目立たない存在ではある
が、義父のもとで着実な医学修業を踏み、その
後の坪井家を隆盛させた。
信良は、文政6年(1838)越中高岡で代々
産婦人科を開業していた佐渡家の次男として生
まれたO信良が大病にかかった時、心配した両
親が療養のため京都・大阪に漫遊させた。向学
心にとんだ信良は、そのまま京都の蘭方医・小
杉元瑞の塾に入門し、さらに江戸に出て坪井信
道に師事した。医道に精進した信良は将軍家の
侍医にまで上りつめた。しかし、幕末維新の嵐
は信良にもふりかかり、その詳細は兄に書き送
った書簡によって今日うかがい知ることができ
る。
内科聞微(ないかせんび)は、筆者の調査し
たかぎり当大学以外では現存しない珍しい書物
である。しかし、医学文化年表(藤井尚久著、
昭和17年刊)には内科聞微が明治7年に出版
されたことが記述されており、当時多くの人に
書かれている。 「羊城の博済医館というところ
で西洋医学を習得した嘉約幹という人が西洋医
学の口述をおこなった。この口述を林湘東が記
録し出版した。 」とある。この漢文による書物
を信良が翻訳し、内科聞微という書名で出版し
たのである。信良は本書では静岡の人と記載さ
れているが、これは彼が徳川慶喜に従って静岡
に移住していたためである。しかもよく知られ
ているように当時における旧幕臣の生活は苦し
く、信良自身も書簡に「筆をとって口を糊する
のみ」と書き残しており、内科聞微翻訳も生活
のためと推察される。このような事情によって
出版された本書が、現代において珍本の扱いを
うけるとは信良も予測しなかったであろう。
内科閲微は中国人の西洋医学書であるため内
容については理解に困難な部分も多い。本書の
最後に記載されている妊娠中の胎児心音に関す
る記述には甚だ興味がひかれる。 「胎児心音は
肥満者では聞きにくいが、痩せた者では聴きや
すい。懐妊して4ケ月たっと筒を使って心音を
聴くことができる。 1分間の心拍数は125ない
し160である。 」というのがその要旨である。
筆者は産婦人科医なので産科に関する記載に関
心がむくが、正確な胎児心拍数が述べられてい
ることに感動を覚える。トラウベの聴診器が佐
々木東洋によって初めて紹介されたのは明治5
年のことであったが、聴診法については何等の
紹介もなされなかった。明治12年になってよう
うやく胎児心音聴診の正しい方法が内務省によ
って紹介され、胎児心拍数が125/分であると
いうことも広く教育されたのである。したがっ
て内科聞微による胎児心拍数の紹介は時代の先
読まれたことが推察される。本書は中国の医学
書の翻訳書で、原本が出版されたのは清の同治
12年のことであった。序文にはつぎのように
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明治37年、悠々自適の生活を送っていた信
良は82歳で病没した。
′＼ヽ
図書館の活動(昭和63.10.1平成1.6.30)
昭和63年度漢籍担当職員講習会
(電算処理) (京大) :>A
10P　　　近畿地区国公立大学図書館協議会
昭和63年度主題別研究集会(京大
7-12　昭和63年度漢籍担当職員講習会
(初級) (京大
・18　第2回国立大学回書館協議会シン
ポジウム(関西地区大学セミナー
-ウス)
ll/セ1,22,25　倍報検索システムJOIS研修会
3, 27
1 1/包2
1 1/知
12/ 2
12/16
1/12
(大阪)
図書館施設に関する研究集会
(神戸)
附属図書館委員会(第50回)
滋賀医科大学雑誌編集委員会
r. /_¥i
会例会
第24回医学図書館員研究集合実
行委員会(第1回) (兵庫医大)
近畿地区国立大学図書館協議会企
画委員会(京大)
昭和63年度主題別研究集会
(京大)
第47回近畿地区医学図書館協議
会例会(京大)
平成元年度国立大学附属図書館事
務部課長会議(東京医科歯科大)
1-2　　第60回日本医学図書館記念総会
(日本大学会館)
6/14　　　第58回近畿地区国公立大学図書
館協議会総会(神戸市)
近親地区国公立大学図書館協議会　　6/勿
昭和63年度主題別研究集会
(阪大)
近畿地区医学図書館協議会第1 2
回実務者会議(近大)
第46回近親地区医学図書館協議
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第14回国立医科大学図書館会議
(弘前市)
6/勿～33　第36回国立大学図書館協議会総
会(弘前市)
AV資料新着案内
ワークショップ形式の発表と討論
(医師のための上手なインタビューテクニッ
ク第1部) 40分　日本語版
(AV WB 141 VC88331)
医師と患者のコミュニケーション
(医師のための上手なインタビューテクニッ
ク第2部) 45分　日本語版
(AV WB 141 VC88332)
Central Venous Pressure Measurement
(中心静脈測定) (Medical Skills Library 6 )
15分　英語版(AV WG600 VC88334)
気管切開(Medical Skills Library. 1)
15分日本語版(AV WF490 VC 88335)
胸腔穿刺(Medical Skills Library. 5 )
15分日本語版(AV WB373 VC88336)
手指消毒(看護教育シリーズ9)
29分日本語版(AV WA 240 VC88337)
救急医療ビデオ講座(全5巻)各30分日本語版
1 :観察と判断　2 :気道確保と搬出(1)
3 :人工呼吸と搬出(1)
4 :心マッサージと人工呼吸の組合せ
5 :止血法と包帯法
各30分　日本語版
(AV WB 105 VC88338-VC88342)
編　等　後　記
4月に、前図書館長佐々木先生から新図書館長上田先生(生化学　第二講座教授)に、バトンタッチされま
した。佐々木先生には図書館のため、いろいろと御尽力いただきありがとうございました。
慣例により、新図書館長の図書館への憶いを寄せていただきました0
利用者専用端末機について、前号の紹介につづき、今回は利用者の声を拾いました。次号は、改善できるこ
とがあれば紹介していきたいと考えています。 (なにしろホスト・マシーンの容量が少ないものですから制限
もありますので)
滋賀県立小児保健医療センター所長の笠原先生には、ど多忙のところ原稿をお願いいたしまして、大変ど迷
惑をおかけしました。お詫びを申し上げますとともに厚く御礼申し上げます。
松本先生の「古医書へのご招待」は、今月で、手持の原稿が尽きました。このシリーズは継続していく予定
ですが、執筆者を探しています。どなたか意中の方がおられましたら御一報ください。
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